
ミズガヤツリ精油成分の地理的変異
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1 緒 看 の低下,更には休耕田の増加もあって益々まん延化

の傾向にあるといえる｡ ミズガヤツリ塊茎には数個oHh)はカヤツリLヾlt
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草科の 多年生E+F春で,水Ff]の代表的fiL強害雑草 とし の節があり,その節には発芽可能を芽を着生 してい

て注目されている1)D特に近年,除草剤の開発に伴 るが,本塊茎は機械的耕転によ一一〕て節単に節ごとに

い, 1年生雑草:の防除が容易になった反面,特にミ 紺断 され,水面に浮遊,移動 してその伝播を早める
ズガヤツ1)のようを多年作雑草の場合はその主な繁 ことも報告されている4 )｡これらのことは 度 ミズ

殖器官である塊茎が多産で,複稚な生理 を祷 ら, し ガヤツリの浸入を許 した水田ではその根絶が容易で

かも上中深 く存在するため除草剤によ一)て容易に防 ないことを示唆するものである｡

除 LLi来ないのが現状である｡そればかりで惹く, 1 ところで, ミズガヤツリは日本全土に分布していl

年生雑草の減少に伴をう ミ雑草のせりあい現象 ?.3) るが,その生態はかならずLも一定ではなく,草丈
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幅,-E る｡
T穂の色,塊茎の形状 ,大きさなどの形質の

他に,開花時期や塊茎形成時期などの生理 にも差異 実験 を行 うにあたり, 日本各地の貴重を ミズガヤ

2
近畿大学農学部紀要 )9
7
9
1(

薬

があることが明 らかにされている 

ミズガヤツリの生態分化は防除法確立の観点からは

不都合な問題であり, 卜分を調査が必要と考える0 

--万, ミズガヤツ.)塊茎にはデンプンを主体 とした

貯蔵養分の他 に精油成分やポリフェノール成分の集

積が認められ8.9.LO),これら成分が ミズガヤツリ塊

茎の生理生態に関与 していることが示唆 されている

が, L記のようにその生態にかなり明確な変異が生

7
･
56,
 )｡このような

博七に深謝致 します′〕 

[ 実験材料および方法 
1.実験材料

ミズガヤツリ塊茎は秋田,山形,宮城,埼五 千

秦,新潟,富山,福井,京都,大阪, 二重,兵庫,

広島,高知,徳島,宮崎,沖縄の各府県から採集 し

じているとすれば,これら生体成分にもその変異が た4系統の塊茎 を供試 して精油成分の分析 を行った｡0

山岸およんでいることが推察 される｡ は千葉県内4)

にも形質の異ったミズガヤツリが存在 し,その差異は 3 6当り 個体 を植付け, ケ月間栽培 して, ミズガヤ

外観的意ものだけではなく,塊茎のデンプン粒にお ツリの形態 を観察するとともに形成された成熟塊茎

いても認められることを報告 している｡そこで本報 について再度精油成分を分析 した｡ 

では日本各地から採集 した ミズガヤツリ塊茎の精油 .2
 精油成分の分離
成分に注 目し,その変異状態 とミズガヤツリの形質 ミズガヤツリ塊茎 OgOi を細片 し,常法により水

間との関連性 について検討 した結果について報告す 蒸気蒸留 し,留出物 をエーテルで抽出 し精油 を得たへ

4
3
03
0.
1
00. -0 /Oで, d0 1
る｡このことは単に ミズガヤツリの生態分化 を化学 収率は風乾物に対 して 6
3
0. , 

.

09.±on3D o(O

リの地理的諸特性 を把握 し,生態分化の実態 を明ら を示 した｡次に得られた精油の 'ガスクロマ トグラム 

1の よ うに 

,〔α〕024
分碩学的手法から考察することの他に, ミズガヤツ 9
4
9
14.
 -C , CH(｣ 3) の性状

かにして防除 を確立 させる上で意義深いものと考え g1
(GLC)のパターンをFig.に示す｡ Fi 

)n.(iio
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ミズガヤツリ塊茎精油には 7-8成分のテルペ ンが ルを用いこの順序に展開 した｡その結果,成分 1, 

, 

,

CC) を行い,成分 1-7の単離 を実施 した｡溶媒

分の溶出確認 を行 うとともに,必要に応 じて(LC 

主要成分として含有 されていることが認められた｡ , 3は 主としてn-ヘキサ ン溶 .L畑部分に,成分 

mgそこで精油の 100


X4伽m)を用い,カラムクロマ トグラフィ- ン溶出部分からエ タノール溶出部分に存在 した｡溶


をアル ミナ充てんのカラム(メ 5はベ ンゼン溶出部分に,また成分 6. 7はベ ンゼ

出液は分取 し,溶媒 を減圧留ま後, GLCによって成

-としてnヘキサ ン,ベ ンゼン,-i-テル,ユ タノー
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分取 を併用して溶出成分の単離を行い,以後の分析

に供試 した｡ 

3.機器分析

GL〔1は柳本 G-80および｢1立163形 を用い,5yoP 

EG20 6)-80メ､ /OOV 1 6-M (( ソシュ)または 20 -7〔0

80メソシj Er 0 0ol)を用い.カラム温度 :1j温6 -20C 

(4cc/mln).定温 180oCで測定 した｡また精油中

のセスキテルペン含軌 土Gl｣('面積百分率法によって

算出したへ

紫外吸収 スペ クトル (tTV)は口立紫外吸収スヘク

トルUV-323型 を用い,エ タノール溶液で測定 したLJ〕

赤外吸収スヘ クトル 日R)は日本分光赤外岐光ス

ペ クトルIR-A2を用い,液膜法で測定 した｡

棲磁気共鳴スペ クトル (NMR)は日立棲磁 気 共

鳴スペ クトルR-24型 を用い,垂 クロロホルム中,T 

MSを内部標準 として測定 し,8値 (〟,m) で示 した｡

質畳スヘ クトル r - I-MS)は島津 LKB G(, MS 

9000 ､ .0V,イオン化電 r 0型 を用し.加速電圧 350 L2

また` 0,V,1'/o 0 rrmoobW,6-は7( 0 PEG2M (ho sr 0

8Oメ ソシ/.≠37XZOi mn .m, ガラス製)カラム,カラ

ム温度 10- 6℃. I(流速2m//Z7.で測定 した｡0 10 i- 5P 7t)

Il実験結果および考察T
1.精油成分の同定 

(､ -･ ..､ , -日 ,とび(T(分取によ て単離 した成 分 】 7

について機器分析による同定 を行ったo成分 1は MS 

(〝/7:′.2) 1) 8 4) 4 6 0 7)]')＼T'(4(0.19(0.17(日. 17(1

93(100).8日99),68(6())のフラグメントを示 し,

二のフラグメントはp-エレメンのマスフラグメント

と一致 し,またGLCの保持時間 (TR)もp-エレメン標

品と一･･敦することより,成分1をp-上レメンと同定した｡

成分 2は MS(777/(フ): M/204,189(30), 16日50) 

133(96㌦ 121(58),93(loo).69(88)の 7日)オフィ

レン標晶と 一致 した7ラグメントを示し.GL('の 

71～もー一致することにより, 成分 2をか ｣寸ブイレン

と同定 した｡

成分3はIR(･-):3(0 60 9, 8 )Lm 1 1),15,80 NMRr

:0.75(3H,S). 1.75(3日,hs),4.43.4.70(3H,bs) 

MS(7n/, +24(0) 8 8) 6 9)'):M. 0 10,19(0,11(9, 

105(53㌦ 93(58)を示 し,しけ '打もβ-七リネン標品

と 弓弘することより, 11に分3をp-セリネンと同定 し

たノ

戊分4はTRr･-):35.11‖ ヒドロキシル基)LmI 30 0(

1670仁 重結合), MS(777/',):＼仁 222,69(Fig. 

2). NMR(♂):1.58 (6H,Sオレフィンメチル), 

1.68 (6H,S,オレフィンメチル)を示 し.いずれも 

tr,S 7u77ヾ 一. ./ .-77ルネゾール標晶に 致することよ1n ･ 

り,成分 4を/7a ,7u2r1m /･7t 7 7ルネソールと同定 し

た ､

成分 5はMSr′′/(): 5,特徴的フラグメンZ, Mナ20

Fi･ seta fo oet n o oet .g2Masspcro cmpnn4adcmpnn5
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トが m/ 3 C H1) 11r Hl02+,6e16 ( IO 6+, 4CG ｡ ) 9 

(C5Fl｡) に出現 した｡ (Fig.2)TR(cm~1) :1720, 

160 220 110 n A F1{二tt1 ap 不飽5,1 , 4. UV(m): :( 25 r,-

和醸エステル)を示 し,いずれもC()REYll)らの方法

によって合成 した trn,T -77ネス酸 メチルとaStm 5

一致す ることより,成分 5をtrans,trams-77ネス

酸 メチルと国定 した｡

成分 6は MS(m/e):M十264,136,93,81,69を

示 し (Fig.3),無水酢酸, ピリジンを用いてtranLq. 

trams-77ルネソ-ルをアセチル化 して合成した 

tranS.trams- 77ルネシルア七 夕ー トとマスフラグ

メン トおよびGLCのTRが一致することより,成分

100 150 

第 12号 (1979)

をtran､tran5-77ルネシルア七 夕- トと同定 した｡

成分 7はIR(cm~1) :1710,1655,1438,1150,940, 

UV(n): iH1, MS( e 9,19m 入Ee19 m/):M,24 4, 

121,114,93,73 (Fig.3), NMR(♂):1.58(Cl｡ 

-CH3, S), 1.82(C13lCH3,S),2.15(C｡,5,8,9 

-CICH2CH2,S),2.17(C15-CH3, S),3.70(C16 

-OCH3S,37 C1- i,S) .3C6 C,)..4( 7 OCt3 ,51( -

-CH-, m),5.69(C2-C-Ct1-b,S),6.76(Cl｡ 

-C-Cfl ,J56p)と怠り, これ らの結果-, I - .cs

より成分 7はdi ty137,ll rmeh1 r umehl , -ti ty-taT

-2, tra耶-6, tram-10,dodecatriendioate(以

下DTDと略す) と同意 した｡ 

200 250(m/e) 

200 250 300(m/e) 

Fi. setafo oet n o oet.g3Masspcrocmpnn6adcmpnn7

同定 した ミズガヤツリ塊茎精油成分の化学構造は 

Fig.4に示すように,ファルネソール,77ルネス酸

メチル, 77ルネシルア七 夕- ト, DTDなどの鎖状

セiキテルペ ンとβ-エ レメン.カリ寸フィレン,β一

七 リネンなどの単環性 および双環性セスキテルペ ン

が精油の主意成分であ -'た｡ 妾おこの 7成分の うち,

成分 5のプアルネス酸 メチル 10)と成分 7のDTD12)

は著者 らによって植物組織 から最初に単離 された新

規化合物である｡
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OOH
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分について分析 したところ,Ta

h

2.ミズガヤツリ精油成分の地理的差異 同定 された 7成分の含有率の差異からミズガヤツリ

日本各地から採取 した ミズガヤツリ塊茎の精油戒 を次の 5タイプに分類することが出来た｡DTDを

m tec

hlytme

COOCH3C2CH0OCH3 

COOCH3 

h1y 
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tmeitr

(

-l37l,,トhty

ように, 含むものをD タイプとし,その中でDTDのみを主要 
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Dc7C lvc.)成分としているものを[dタイプ, DTDを含みその (セスキテルペンを主要成分として含むものを 

他に7ァルネソールやプアルネス醸 メチルを主要成 タイプにそれぞれ分類 した｡またDTDを含まず,7

分として含むものをDfタイプ. DTDを含みその他に 7ルネソールなどの鎖状 テルペンの他 にβ-エレメ 

illCV. cセスβ一工レメン, 7M オ7イレン,β-セリネンなどの ン,カリオブイレン,β一七リネンなどの 
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いてその精油組織を分析したところ,どの地区のも

2 )9791(

)TI)I,

03 近畿大学農学部紀要

キテルペンを主要成分とするものをCタイプ 

を含まず, 77ルネソールやプアルネス酸 メチルの のもそれぞれ栽培前の塊茎精油組成と人差なく.塊

鎖状テルペンのみを主要成分とするものをFタイプ 茎の精油組成は栽培環境条件によ-つて影響されず,

として分類した｡なお採取した各地の ミズガヤツ･) 比較的安定な生合成経路が保持されていることを認

塊茎を 6ケ月間ポット栽培 して形成された塊茎につ めた｡ 

0261,,-h1yt
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Flg･ ロホス7-i- 卜を経て,まず,ファルネソールが合

13

は ミズガヤツリ塊茎 を 6ヶ月間栽鞘 考,形

成さhた塊 茎の桔由成分の地理的分布を示したもの 成 され.ファルネ､ノールを基本物質として鎖状テル

であるrDタイプは供試系統中2系統 と最も多く,

その中で上)｡タイプは兵庫･広島,宮崎∴ -重,｢菓:.

9 ペ ンの77ルネス酸 メチル,プアルネシルアセクー

ト,更にはTTDが生合成され.他方環状セスキテル

Dfタイプは高知, へンのp-ユレメン,カリオフィレンおよびβ-セリ

)

富山 宮城･岩 手の各県で1系軌 

京都,福井･千葉,新潟で 8系統,Dcタイプは京都, ネンもファルネソールピロホスフL- 卜から閉環 し

2

垂を中心に 9系統が認められた,,またFタ

イプは徳島･埼玉,秋l,富 LL.銅 

の各県で9系統が認めらhたが 

JI]

A-.奈良, 3-て生合成されるものと考えられてし､る1 )16｡従っ 

3,大阪,沖縄 )f-{･｡dタイプ,1 タイプおよびFタイプは妄削犬セス

C, タイプは京郡山城 キテルペンの生合成系内での変異が上であり,その

本実験では供試系統

が少く･精油成分の変異を地域的特徴として詳細に把 テルペ ン生合成系以外に環状テルペ ン生合成系が前

握することは出来か 吠 本結果からではその棺油 者 3タイプに比較 して強 く働いていると推察 され,
組成は採取地域 によって明確 を葺巽があ り,また ｡d,Df･ト､の各 タイプと｡(.,Cのタイプ間にはセス

､.で2系統が存在するにすぎか c変異は小 さし､Alll･ D タイ7'やCタイプは鎖状セスキ

2, 

tスキテ ルペンを主要成分とする(,タイプや, キテルペン生合成経路から考えてかなり明確な変異

二重で集中的に存在し.

l-zcV'Lc

D(､タイプでは離 日,奈良, が生 じているものと考える｡ 

その分布に博かながらも地理的特徴が認められた｡ 3･ミズガヤツリの精油成分からの分類型と 
一方, ミズガヤツリ塊茎に拙 十るセスキテルペン 3の形態との関係

fE･L.宅合昭 吾路からその変異を考察すると, F 同定の ミズガヤツリ塊茎精油成分の組成の差異から分別

セスキテルペン矧 まメバロン酸,ファルネソールピ された 5タイプの分類型に拙 ナる 2,3の形質につ
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いて検討 したD 

第1号 

mg～ 

Ⅳ 要 約

2

Fi には塊茎重量 と種 子重量 の関

によれば,種子 000粒重は20

にあり,Ddタイ1,Dcタイプ,Dfタイプの 3タイプ

81,

6g.

6.係 を示 した｡Fig

2mg84

0口車各地域 から採取 した4

Ddタイプ間 とは明 らかな差が碍め られた,J一万, の精油成分について分析 し,精油組成の差異 からそ

間では僅んど差は認め られないが, Fタイプは重 く, 系統のミズガヤ､ノリ塊茎

の変異状態 を化学分類学的に考察 した｡塊茎重量は0 -

よって特異的で,特 にFタイプは重 く, Dタイプ間と

8g2. 9g10. の範囲にあり, タイプに

)

キテルペ ンの ファルネソール, プアルネス酸 メチル,

(1 ミズガヤツリ塊茎の精油成分として鎖状 セス

は明確 を差異が認め られた｡Fi 

薬長の関係 を示 した｡Fi によれば,相良は 

7g.

7g.

には柑長 と第1百

か33cm 73-

0dd itopcaren, 

h1yti

1LT-6 Ztrar,-

ファルネシルアセ クー トおよびdme ,,ll

h lytme

itr-

.ヾ2 lr,llT.7tra a77ら8 の範囲 にあり,Ddタイプでは長 く,逆に Dc

タイプでは短い傾向にあり,両 タイプ間では差異が

05cm.

(
i toae
DTD)と環状 セスキテ ンペ ンのβ-エ レメン,d

あるが,他の タイプ間では大差は認め られない｡ ま カリオフ ィレンおよびβ一七 リネンの 7成分が同意さ

れた｡た第 1電築島は1

なり分散 した形 をとるが他の タイプはほぼ一定で, (2) ミズガヤツリ塊茎精油成分の主要成分の含有

タイプ間にも差異はなかった｡ 率は探耶地 によって異なり,その成分組成の差異 か

らミズガヤツリを次の 5タイプに分類 した｡ 

D dタイプ :DTDのみ を主 要成分とす るもの 

6cm 8cm3～ にあり, Dfタイプではか

p-'

Dfタイプ :DTDを含みその他に77･ルネソールや

77ルネス酸 メチルなどの鎖状 テルペ ンを主要成分

として含むもの 

Dcタイプ ･DTDを含みその他に エ レメン,カ

β-リオフィレン, セ リネ ンなどの環状 セスキテル

ペ ンを主要成分として含むもの 
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ノ l一一′ p-セ リネンなどの環状 テルペ ンを 幸三要成分とするもtJ 

の 

F:DTDを含まず, ファルネソール, ファルネス

酸 メチルなどの鎖状 テ ルペ ンを主要成分 とす るもの 
01005

c
teng
te
Sm l h(m) 
(3) -各系統の精油組成は 6ヶ月間同一 条件下で銭

培 して形成 さ'れた塊茎 を供試 して分析 した場合でも

変化はなく,精油の生合成経路は比較的安定 した形
i･gF 7Th dntengteteio
ltea
ecorr nb weensm l ha

で保持 されていることが認め られた｡ 
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精油組成の差異 から分類 された 5タイプの ミズ

ガヤツリは種 子垂や塊茎垂 にも茸異が存在 した,つ

このよ うに ミズガヤツリ塊茎精油成分の組成の差

異 から分類 された ミズガヤツリは種子重,塊茎垂あ 引 用 文 献 

親郎 :雑草研究, 4,4-52日9 

部 を測定 したにす ぎず,防除の基礎資料 とする wd S7..2

,1,6 -6

1)堀 )56るいは梓長 にも差異が認め られたが,本結 果は形態

の 2)S･R･RADOSEVl(ll: W 183--61

16 

,3

)70日9ためには塊茎の発芽性,開花,出穂時期 あるいは薬

(剤に対する抵抗性等の生理 について更 に調査する必 3)G.ド.RyAN:Wwd S

要があると考える｡ )779(1
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